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【００２６】
　例えば、スイッチが、盗難警報器内で、あるいは盗難警報器とともに使用され得る。盗
難警報器は、侵入者の侵入を検出するための侵入センサと、侵入センサが侵入を検出した
ことに応じて、アラームを発するよう構成されたデバイスと、を備え、制御ロジックは、
アラームを発するよう構成されたデバイスをオンに切り替えるよう構成される。いく人か
の人にとって、遅くにベッドに行く場合、アラーム・システムをオンに切り替えることを
忘れることは問題である。そのような人が、異なる時間にベッドに行く場合、非睡眠依存
の時間スイッチを用いることは、不適切なことであり得る。しかしながら、家にいるユー
ザが眠った場合にアラームをオンに切り替えることにより、この問題が回避される。盗難
警報器は、トレーニング・フェーズ中と後続の使用フェーズ中の双方で、複数の人の身体
機能をモニタリングするよう構成された複数の代替センサから身体活動データを受信する
よう構成された身体データ・インタフェースを備えるスイッチを使用することができる。
このように、アラームは、複数の人が眠っていることを確実にすることができる。これは
、時間期間と組み合され得る。例えば、システムは、夜の間だけアラームをオンにするこ
とができる。
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